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開会 プログラム

１．つなぐ会のメンバーについて（新規メンバーのご紹介）

２．各取組の活動状況について（一年を振り返って）

３．のばマルシェの開催について
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１．つなぐ会のメンバーについて（新規メンバーのご紹介）
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つなぐ会のメンバー１-１

氏名 ご所属等

会長 黒田 祐輔 野庭団地連合自治会会長

副会長 黒川 和紀 野庭住宅連合自治会会長

メンバー

葵 俊亮 株式会社三春情報センター

石井 雄輝 学校法人関東学院のびのびのば園地域連携リーダー

小嶋 千英子 学校法人ミネルヴァ学園野庭幼稚園園長

鈴木 皓人 野庭団地 青少年指導員

大力 洋介 野庭団地住宅管理組合連絡協議会会長

長堀 幸平 野庭地域ケアプラザ所長

林 壽美子 野庭団地地区社会福祉協議会会長

播磨 清二 野庭住宅地区社会福祉協議会会長

堀部 陽介 野庭団地ショッピングセンター会会長

宮田 泰文 野庭団地連合自治会 副会長

村田 佳代 無印良品 港南台バーズ

内海 宏 【有識者】株式会社地域計画研究所代表取締役

松本 真澄 【有識者】東京都立大学都市環境学部建築学科助教

花田 久恵 横浜市住宅供給公社 管理事業課長

山田 暁央 横浜市住宅供給公社 団地再生課長

高岡 昭人 港南区 区政推進課長

村上 まり子 建築局 住宅再生課長

小林 達 建築局 市営住宅課担当課長
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つなぐ会のメンバー１-2

氏名 ご所属等

アドバイザー

内海 宏 株式会社 地域計画研究所代表取締役

大江 守之 放送大学客員教授 慶應義塾大学名誉教授

松本 真澄 東京都立大学大学院都市環境科学研究科 助教

三輪 敏江 横浜市立大学大学院 都市社会文化研究科 教授

樋野 公宏 東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻.准教授

野庭のまちづくりやつなぐ会の運営について、各方面の専門家からのご意見
をうかがうため、「アドバイザー会議」を設けています。
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２．各取組の活動状況について（一年を振り返って）
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2-1

名称 野庭みどりいきいき

取組 横浜市「地域緑のまちづくり事業」に採択された「のば緑彩の会」と
して活動を開始し、花壇を設置しました。

各取組の活動状況

オアシス
交差点花壇

緑道花壇
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名称 ＩＴ団地プロジェクト

取組

「住民が平等にＩＴの恩恵を受けられる状況をつくる」ことを目標に、

・若手中心にホームページの構築（サンプル作成） (運営費用の関係で保留）

・ICT化PJ資金を集めを検討

（管理組合、自治会の事務作業のICT化を、PJメンバーが有料で請負う等）

2-2 各取組の活動状況
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名称 商店街の活気づくり

取組
コロナ対策をしつつ、商店会メンバーだけでなく、子供会や連合自

治会、出張販売事業者等のメンバーと連携し、子供会向けイベント
やプロレス、ハロウィンイベントなどを行っている。

2-3 各取組の活動状況等について（報告） 【5つのプロジェクト】各取組の活動状況

商店街プロレス（R4.9.11） ハロウィンイベント（R4.10.28～29）
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2-4 各取組の活動状況等について（報告） 【5つのプロジェクト】

名称 市営住宅の集会所等でのコミュニティ

取組
洋光台南第一住宅管理事務所棟（集会所）の見学会を開催予定。

コロナ感染症対策をとりながら、集会所等を活用したイベントを再
開しています。

市営第一集会所 七夕

各取組の活動状況

交通安全教室
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名称 遊水池の有効活用

取組

野庭第２遊水池を自然に親しむ場所（修景施設やビオトープ）として、
活用するため、横浜市の「団地サポーター制度」を活用して、専門家
（関東学院大学中津先生）から先進事例の紹介とアドバイスを受けま
した。

2-5 各取組の活動状況等について（報告） 【5つのプロジェクト】各取組の活動状況

野庭第２遊水池 イメージ
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２-6 各取組の活動状況

１ 旧野庭中学校の活用検討 （横浜市）

(1) 地域防災拠点の検討
・ 複合拠点の事業者募集にむけ、面積・設備等条件を整理。
・ 施設管理者がいないため、清掃等により実態を把握。

(2) 複合拠点形成のための都市計画の見直し検討
・ 住居系➡商業系の用途への見直し検討。
（例えば、 10,000㎡以上の商業施設 ➡近隣商業地域

3,000～10,000㎡の商業施設➡二種住居地域、準住居地域）

(3) 民間事業者にヒアリング実施（10～11月）
・ 病院、福祉施設、商業施設（ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ等）の可能性あり。
・ 用途地域の変更について、事業者公募前に行うか、

事業者の提案内容に合わせて変更するか検討が必要。

・ 地域防災拠点の機能を残す場合は、運用面の検討が必要。

（茅ケ崎市の商業施設+防災公園の整備事例あり）
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市営住宅の建替え
（集約化）

集約化によって
生じた余剰土地

2 市営野庭住宅の建替検討 （横浜市）

(1) 民間事業者と連携した「建替え+余剰地活用」事業を検討
・ これまでは、 「建替（市）」 「余剰地活用（民間）」で検討。

➡ 「建替(民間） + 余剰地活用（民間）」で検討を行う。

(2) 民間事業者にヒアリング実施（10～11月）
・ 上永谷駅に最も近いI・J街区について、余剰地としての価値が

高いという意見

・ 余剰地活用のイメージは、住宅用途や生活利便施設

(3) 野庭住宅の建替えに向けたコンセプトブックを作成

２-7 各取組の活動状況
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３．のばマルシェの開催について
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3-1 のばマルシェの開催
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（情報交換・意見交換）

3-2 情報交換、意見交換



16

閉会
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閉会 次回開催について

○ 次回の開催は、6月頃を予定しています。

【事務局】

横浜市中区本町6-50-10 24階
建築局市営住宅課 事業担当

（担当） 永田、仲田、原島

電話：６７１－２９４２

ﾒｰﾙ：kc-shieijigyo@city.yokohama.jp




